
　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
畑
中

剛
喜
中
央
執
行
委
員
長
は
、「
地

域
医
療
構
想
」
が
進
む
中
で
、

厚
労
省
が
公
的
医
療
機
関
に
対

し
て
、
自
ら
の
将
来
構
想
を
「
２

０
２
５
年
プ
ラ
ン
」
と
し
て
出

す
よ
う
に
迫
っ
た
通
達
に
触

れ
て
、「
農
協
改
革
と
合
わ
せ

て
厚
生
連
に
は
、
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
な
る
。
今
こ
そ
団
結

し
て
立
ち
向
か
お
う
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

組
織
と
活
動
に
つ
い
て

活
発
に
議
論

　

16
年
度
は
、
全
厚
労
は
相
次

ぐ
組
織
へ
の
攻
撃
と
財
政
難
の

中
で
、
執
行
部
の
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
財
政
的
に
し
わ
寄

せ
を
受
け
た
専
門
委
員
会
で
は
、

活
動
の
意
義
と
役
割
が
積
極
的

に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

看
護
委
員
会
で
は
議
論
す
る

中
で
出
て
き
た
長
時
間
の
時
間

外
労
働
と
、
そ
の
多
く
が
「
サ

ー
ビ
ス
残
業
」
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
夜
勤
協
定
が
守
ら
れ
な

い
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
三
ヵ
年
計
画
で
実

態
調
査
と
分
析
、
改
善
の
た
め

の
方
策
づ
く
り
等
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
茨
厚
労
の
16
年
秋
闘
で

は
、
経
営
問
題
に
留
ま
ら
ず
、

地
域
医
療
を
守
る
立
場
と
し
て

た
た
か
っ
た
こ
と
が
教
訓
と
し

て
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」な
く
し
、

当
た
り
前
の
生
活
を

　

総
括
を
受
け
、
17
年
度
方
針

で
は
、
重
点
課
題
を
大
き
く
２

つ
に
絞
り
、①「
組
合
員
の
生
活

と
権
利
を
守
り
、向
上
さ
せ
る
」、

②「
厚
生
連
（
協
同
組
合
）
医

療
を
守
り
、
地
域
医
療
を
充
実

さ
せ
る
」と
し
て
、①
で
は
「
サ

ー
ビ
ス
残
業
」
を
な
く
し
て

「
８
時
間
で
帰
れ
る
職
場
」
や

「
生
活
で
き
る
賃
金
」を
目
指
す
、

夜
勤
協
定
を
守
り
、
健
康
で
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
作
る
、

②
で
は
、
地
域
の
住
民
や
団
体

と
と
も
に
、
厚
生
連
医
療
を
守

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
17
秋
闘
で

は
、
10
〜
12
月
を
「
サ
ー
ビ
ス

残
業
改
善
強
化
月
間
」
に
設
定

し
た
取
り
組
み
や
10
月
、
11
月

の
各
種
集
会
（
下
記
の
案
内
参

照
）
に
参
加
し
て
学
習
や
交
流

を
進
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

な
お
大
会
で
は
、
森
田
し
の

ぶ
日
本
医
労
連
中
央
執
行
委
員

長
が
来
賓
に
来
ら
れ
た
の
を
始

め
、
夕
食
交
流
会
に
は
、
愛
知

県
厚
生
連
の
佐
治
康
弘
代
表
理

事
理
事
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

歓迎のあいさつを行う寺本宗正愛厚労執行委員長

全厚労2017年度スケジュール

 10月19日 ●17秋闘学習決起集会
 10：30～ 日比谷図書文化館・コンベンションホール
  講演：「労働組合、いま頑張りどころ（仮題）」
  講師：山根岩男さん（広島県労働者学習協議会）
  ●憲法・いのち・社会保障まもる国民集会
 13：00～ 日比谷野外音楽堂～銀座パレード

ゲスト：菱山南帆子さん（障がい者施設・生活指導員）
ＴＶニュースでも有名。国会前行動の女性・名コーラー！

10月27～28日　●第31回幹部・看護師集会（伊東）
 13：30～ 静岡県伊東市・ホテル聚楽

集会テーマ「見つけよう！私らしい働き方」
講演：「護現場実態調査から見えてくるもの。看護の働き方を改革する（仮）」
講師：佐々木　司さん（大原記念労働科学研究所）
職場毎（急性期、地域包括、回復期・・）の分散会
参加費：20,000円（全日程）

11月17～19日　●第34回医療研究集会（土浦）
 13：30～ 茨城県土浦市・ホテルグリーンコア土浦、他

集会テーマ：しのびよる医療の危機「赤字宣伝」なんかに負けないぞ！
基調講演：「医療を国民の手に取りもどすために」
講師：岡田　知弘氏（京都大学教授）
解決方向の提案：「住民の運動に学び、ともに参加しよう」
分科会： ①「医療労働者と地域とのかかわり」、②「本来の仕事がしたい」、③

「住民と協同する病院運営」、④「厚生連病院の果たすべき役割」
最終日午後の「茨城県民集会」にも、ぜひご参加を
参加費：※35～37,000円（全日程・2泊4食　※ホテルによります）

全厚労の取り組み 日本医労連等の取り組み
6～7、看護要求実現交流集会
14～15、最賃アクション集会
18　さよなら原発10万人集会
24～25、共済推進全国集会①

4～5、共済推進全国集会②
8～9、青年学習交流集会
19、いのちまもる国民集会

 3、憲法守れ！10万人集会
16～17、対政府中央行動
23、地域医療守る全国集会
25～26、給食問題集会（福島）

30～1、春闘討論集会

17～18、医労連中央委員会

中旬、回答指定日

メーデー
ナースウェーブ行動

第65回定期大会（愛知）
　　　時間外ポスター・チラシ等配布
　　　第１回中執・意思統一会議

　

　　　　　幹部・看護師集会（伊東）

　

　　　　　医療研究集会（土浦）
　　　　　茨城県民集会

　

拡大中央執行委員会
（委員長・書記長招集会議）

　

春闘討論集会（中央委員会）
春闘方針決定

西日本ブロック春闘集会（香川）

三北ブロック春闘集会（北海道）

東海ブロック春闘集会（静岡）
地域宣伝・アピール行動
　相互激励行動（メッセージ・団交参加）
回答指定日

　
春闘推進ゾーン

　
拡大中央執行委員会
（青年委員会を連動開催予定）

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約

時
間
外
実
態
結
果
活
用

サ
ー
ビ
ス
残
業
改
善
強
化
月
間・

診
療
報
酬
引
上
要
請

日程
９／１～２
中旬
　29～30

10／

　27～28

11／

　17～19
　　　19

12／

　15～16

１／

　19～20

２／３～４
　　　
　23

３／10～11

　　

４／

５／
　18～19

‘17秋の各種集会のご案内‘17秋の各種集会のご案内

※いずれも詳細・申し込みについては、各県労組もしくは全厚労本部へ

【1面】第65回定期大会、
秋の各種集会など

【2面】大会発言の概要など
【3面】労働安全衛生委員会②

大会アンケート・新役員など http://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2017年９月20日 第450号全 厚 労 ニ ュ ー ス

地
域
に
信
頼
さ
れ
、

職
員
の
働
き
が
い
あ
る
厚
生
連
へ

地
域
に
信
頼
さ
れ
、

職
員
の
働
き
が
い
あ
る
厚
生
連
へ

　
全
厚
労
は
、９
月
１
〜
２
日
、愛
知
県
名
古
屋
市・ウ
ィ
ン
ク
あ
い
ち
に
お
い
て
、第
65
回
定
期
大
会
を
開
催
、

19
県
か
ら
代
議
員
・
役
員
ら
１
６
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
、
昨
年
の
埼
玉
２
病
院
譲
渡
や

茨
城
で
の
16
秋
闘
な
ど
の
教
訓
か
ら
、「
厚
生
連
の
危
機
」
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
改
め
て
働
く
者
の
生

活
と
権
利
を
守
る
運
動
と
地
域
医
療
を
守
る
運
動
を一体
的
に
取
り
組
む
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

第
65
回
定
期
大
会
を
愛
知
で
開
催



’16秋闘の経過と教訓について発言する
茨厚労・美野輪代議員

毎
月
１
回
以
上

の
委
員
会

　

労
働
安
全
衛
生
委
員
会

（
委
員
会
）の
委
員
は
、
事
業

者
が
指
名
し
ま
す
が
、
そ
の

半
数
は
労
働
者
の
過
半
数
で

組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
労
働
組
合
の

推
薦
に
基
づ
き
指
名
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
過
半
数

労
組
が
な
い
場
合
は
、
労
働

者
代
表
の
推
薦
に
よ
り
ま
す
）

　

委
員
会
の
調
査
審
議
事
項

は
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康

を
ま
も
る
た
め
の
全
て
の
問

題・課
題
で
す（
表
１
）。
過

労
死
・
過
労
自
殺
が
危
惧
さ

れ
る
よ
う
な
長
時
間
労
働
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
・
不

調
、
労
働
災
害
・
職
業
病
の

防
止
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
何
を
審
議
す
る
か
は
、

委
員
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
会
議
は
労
働

時
間
で
す
の
で
、
定
例
化
し

て
必
ず
出
席
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
議
事
録
も
３
年
残

す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
審
議
に
必
要
な
資

料
（
時
間
外
労
働
の
実
態
、

年
休
取
得
状
況
、
夜
勤
回
数
、

病
休
者
な
ど
）
も

提
出
を
求
め
て
、

問
題
解
決
に
向
け

た
対
策
を
話
し
合

い
、
経
営
者
・
管

理
者
に
具
体
的
改

善
を
求
め
た
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
機

器
や
備
品
購
入
等

も
要
請
で
き
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生

活
動
で
取
り
組
む

課
題
と
、
労
働
組
合
の
要
求

は
多
く
の
点
で
共
通
し
て
い

ま
す
。
労
働
組
合
と
し
て
、

労
働
安
全
衛
生
の
要
求
と
課

題
を
、
労
働
組
合
活
動
の
中

心
に
位
置
づ
け
、
執
行
委
員

を
労
安
委
員
と
し
て
送
り
出

し
て
、
職
場
の
意
見
を
委
員

会
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
労

働
組
合
が
主
導
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
働
安
全
衛
生
活
動

労
働
安
全
衛
生
活
動

　
前
回
は
、日
本
国
憲
法
の
幸
福
権（
13
条
）や
勤
労
権（
27
条
）、労
働
基
本
権（
28
条
）

な
ど
の
下
に
、健
康
で
幸
福
に
働
き
、暮
ら
す
権
利
が
保
障
さ
れ
、労
働
基
準
法
の
「
人

た
る
に
値
す
る
」
労
働
条
件
確
保
の
原
則
と
相
ま
っ
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
具
体
的
な
労
働
安
全
衛
生
活
動
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 2

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

第65回定期大会　発言内容

秋田

福島

新潟

富山

長野

茨城

熊総

神奈川

静岡

愛知

三重

広島

香川

徳島

高知

徳島

岐阜

大分

秋田

静岡

奥井

鈴木

斉藤

畠山

浦田

茂原

宮

美野輪

宇留野

斉藤

関谷

平井

杉山

森

高本

友枝

椹口

杉内

田渕

小島

中村

奥井

小長井

労働条件

組織強化

労働条件

賃金闘争
労働条件
組織強化

賃金闘争
労働条件

賃金闘争

組織強化

賃金闘争

地域医療

労働条件
組織強化

労働条件

賃金闘争
労働条件

賃金闘争
労働条件

地域医療

賃金闘争
労働条件

労働条件

賃金闘争
労働条件

労働条件

女性

青年

看護

医療研

平和

病院委託反対署名や各種調査についての経過とお礼
58歳以上の一時金8割への改善
ハラスメントアンケートと相談ホットライン
新ガイドラインの具体化を経営者に要求
組合員目線で見た「全厚労の存在意義」について
全国の仲間との交流が大切であり、「違い」を認め合い「一致点」を見出すこと。
財政問題に関連しては、集会の参加者を増やす、内容を良くする。目標は、目
覚めた人たちを増やすこと。
ＭＥに対するハラスメントと裁判闘争について。
労組が指摘しても会や当事者も改めないため、裁判闘争を決意。全厚労の支援
をお願いしたい。
会の不当労働行為に対する労働委員会への救済申し立て3件のたたかい。会の
「合理化」提案に、第2組合は受け入れの姿勢。闘いの中で第２組合から戻って
くる人たちも出ている。新小千谷総合病院の仲間２００名を迎え入れた。
薬剤師は支援金制度、紹介報酬制度の効果か、確保に前進した。看護師の確
保が課題。支部交渉では研修についての時間外獲得。今後の課題は、減額の
ない定昇獲得。高岡での病院給食は直雇用化したが賃金については合意出来て
いない。
病院再構築、「農協改革」などによる経営の厳しい締め付け。一時金年間3.5ヶ
月の事業計画。新たな「給与制度」見直しの提案。「地域医療構想」「農協改革」
に対するたたかい。
第３号議案について。埼玉を支援することには規約改正は必要ないのではない
か？権利と義務の関係でも慎重に議論すべき。
16秋闘における退職金と一時金減額に対する闘争について。大衆団交や24年
ぶりのストライキ、労働委員会活用などによって、１.５ヶ月、退職金の不利益を
させない協定を取り交わす。
16秋闘が地域医療を守る課題に発展したことについて。地域に宣伝、申し入れ、
議会要請等に取り組む中で、新たな住民からの支援が広がった。青年が頑張った。
「組合は何をしているのか」、問われる１年だった。上部団体の力も借りて、労働
条件維持や労使関係を構築してきた。新たな経営管理課を窓口に、チェックオ
フやその他協定の前進、組合事務所も確保できそうになっている。
伊勢原での事務員パワハラ問題に対する闘いで、退職を阻止し、復職させた経
過について報告。パワハラホットラインを活用。
一時金の支部間格差0.45ヶ月を克服することが課題。
リフレッシュ休暇・有休の取得促進。サービス残業の廃止や勉強会の労働時間化。
定年の65歳化や賃金改善については、近隣病院の実態を調査していくとの回答
を得た。
事業所間の経営格差問題とそれに伴う一時金格差支給、固定比率100％達成に
より賃上げ要求の見通しが出てきた。
看護職の夜勤について、夜勤協定遵守と、夜勤専従活用もしているが想定通り
ではない実態がある。
地域医療を守る事を労使で再度認識していく。
三重県内の労組で「医療・介護をよくする三重県ネットワーク」を立ち上げ、
地域医療構想の課題での対県交渉を行った。来年も集会等を検討している。
一時金での高齢者カットの回復、過年度の留保分０.７ヶ月も協定した。介護休業
期間の拡大、夜勤手当の引き上げ、抗がん剤調剤手当の改善などを勝ち取った。
新ガイドライン活用による時間外労働の確認と今後の課題
①始業前始業後の片付けなど、②職場待機時間（手待ち時間）、③委員会・研修・
教育訓練、を認めさせた。手待ち時間が職場長の判断によるところは改善課題。
17春闘における各種手当のアップ。夜勤手当、薬剤師の特別業務手当の増、
言語聴覚士、視能訓練士の手当新設。今後の要求課題は、中途採用の前歴換算、
3年過ぎた未消化年休の病休ストック。ガイドラインの取り扱い。認定看護師問
題など。
２交替制導入の動きについて、経過と現状について報告。
女性委員会の活動と各県の母性保護運動について。
労働学校との合同女性集会は良かったとの感想多数。
交流の場は大切なので、委員会の活動を継続してほしい。
K's staion in 埼玉の取り組みを通して、団結や連帯を培った。青年委員自身が
成長し、労働組合の次世代を担う立場として、取り組みを進めたい。応援して
ほしい。
看護小委員会を開催し、中期の課題を「サービス残業改善、時間外労働削減」
におき、３ヵ年計画で取り組むことにした。
今年10月の幹部看護師集会にて佐々木司さんを呼んでの学習、職場毎の交流
を行うので、ぜひ参加して欲しい。
11月土浦で開催する医療研集会について宣伝と参加要請。
地域医療守る県民集会にも合流する。
京都大学　岡田知弘教授（全体集会）
明治大学　山口不二夫教授（県民集会）
ビキニデーと原水爆禁止世界大会、平和行進について。
核兵器廃絶条約が締結され、日本の役割は重要。ヒバクシャ署名を広げていた
だきたい。

発言テーマ・内容テーマ発言者組織

「
生
活
給
」
確
保
、

働
き
が
い
あ
る
賃
金
へ

　

賃
金
闘
争
分
野
の
発
言
で
は
、

ベ
ア
獲
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
夜
勤
手
当
ア
ッ
プ
（
広

島
、
徳
島
）
や
特
定
職
種
・
業

務
に
つ
い
て
の
手
当
増
（
福
島

で
給
食
部
門
、
徳
島
で
薬
剤
師
、

広
島
で
抗
が
ん
剤
調
製
）、
創

設
（
徳
島
で
言
語
聴
覚
士
・
視

能
訓
練
士
）
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
年
齢
者
の
一
時
金
減
額
に

つ
い
て
は
、
広
島
で
10
割
に
戻

し
た
の
を
始
め
、
秋
田
で
も
７

割
か
ら
８
割
へ
改
善
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

課
題
と
し
て
、
一
時
金
の
支

部
間
格
差
支
給
（
静
岡
、
愛
知

な
ど
）
や
、
賃
金
や
退
職
金
制

度
の
改
悪
提
案
が
、
具
体
的
に

上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
全
厚
労
と
し
て
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

時
間
外
労
働
の
取
扱
い
で
改
善

夜
勤
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
課
題

　

労
働
条
件
分
野
で
は
、
１
月

に
厚
労
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
使

用
者
に
労
働
時
間
の
適
正
管
理

を
求
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

活
用
し
て
、
始
業
前
の
準
備
や

終
業
後
の
片
付
け
、
待
機
時
間

（
手
待
ち
時
間
）、
委
員
会
・
研

修
・
教
育
訓
練
な
ど
労
働
時
間

と
し
て
時
間
外
支
払
い
対
象
に

す
る
取
扱
い
が
広
が
り
ま
し
た
。

管
理
者
で
取
扱
い
の
違
う
「
手

待
ち
時
間
」
の
改
善
（
香
川
）

な
ど
は
、
全
県
で
も
点
検
・
要

求
す
る
課
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
夜
勤
」
の
課
題
で
は
、「
職
場

か
ら
、
２
交
代
導
入
の
声
が
上

が
っ
て
い
て
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
（
高
知
）」、「
夜
勤
協
定

が
守
ら
れ
な
い
」
状
況
へ
の
対

応
（
愛
知
）
が
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
夜
勤
制
限
は
、
看
護
師
が

健
康
で
働
き
続
け
る
と
と
も
に
、

医
療
安
全
の
課
題
で
も
あ
り
、

「
若
い
か
ら
」「
夜
勤
手
当
が
欲

し
い
か
ら
」
で
は
片
付
け
ら
れ

な
い
問
題
で
す
。

　

大
会
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
広
が
る
状
況
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
福
島
か
ら
は
透
析
職
場
で

の
上
司
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対

し
て
、「
一
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
」
と
、
裁
判
闘
争
に
立

ち
上
が
っ
た
Ｍ
Ｅ
に
対
し
て
、

支
援
を
行
う
こ
と
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

秋
田
で
は
秘
密
式
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

み
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
創
設
、

神
奈
川
で
も
労
組
へ
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
継
続
し
、
相
談
さ
れ

た
案
件
に
つ
い
て
、
解
決
し
た

事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
期
待
を

感
じ
た
闘
い

　

地
域
医
療
を
守
る
課
題
で
は
、

茨
城
か
ら
住
民
や
商
店
会
、
議

会
等
に
働
き
か
け
る
中
で
、
多

く
の
住
民
や
自
治
会
長
な
ど
か

ら
も
応
援
の
声
が
続
々
と
寄
せ

ら
れ
、
改
め
て
地
域
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
と

の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
・
熊
谷
総
合
病
院
労
組

の
斉
藤
代
議
員
か
ら
は
、
今
ま

で
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
守
ら

れ
た
労
働
組
合
活
動
か
ら
、
経

営
者
が
変
わ
る
中
で
、
組
合
の

役
割
と
意
義
が
問
わ
れ
る
１
年

だ
っ
た
と
述
懐
。
上
部
団
体
の

支
援
で
運
動
を
進
め
る
中
で
、

８
月
か
ら
は
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ

（
組
合
費
の
賃
金
控
除
）
が
始

ま
り
、
労
使
の
窓
口
も
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
、
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
譲
渡
を

機
に
結
成
さ
れ
た
「
住
民
の

会
」
が
地
域
の
医
療
問
題
を
注

視
し
、
労
働
組
合
の
活
動
も
応

援
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
の
加
盟
継
続
を

規
約
上
も
確
認

　

第
３
号
議
案
（
規
約
改
正

案
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
定

期
大
会
で
の
提
案
で
、
規
約
上

の
「
出
席
代
議
員
の
３
分
の
２

以
上
の
賛
成
」
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
に
、
改
め
て
中
執
で

議
論
し
、「
現
在
、
全
厚
労
に

加
盟
し
て
い
る
組
織
」
に
限
定

し
て
、「
や
む
を
得
ず
厚
生
連

で
は
な
く
な
っ
た
場
合
」
に
、

継
続
加
盟
で
き
る
「
特
別
加

盟
」
と
し
て
、
１
月
の
中
央
委

員
会
で
提
案
し
な
お
し
た
も
の

で
し
た
。

　

大
会
で
は
、
長
野
の

宮
代
議
員
か
ら
「
埼
玉

の
支
援
は
加
盟
し
て
い

な
く
て
も
行
え
る
の
で

は
？
」「
将
来
に
起
き
る

問
題
ま
で
想
定
し
て
議

論
さ
れ
て
き
た
の
か
？
」

等
の
質
問
・
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、「
新

た
に
厚
生
連
以
外
の
組

織
を
行
う
規
定
で
は
な

く
、
現
在
の
加
盟
組
織
が
厚
生

連
で
な
く
な
っ
た
場
合
の
規
定

で
あ
り
、
加
盟
継
続
に
つ
い
て

は
、毎
年
、中
執
の
協
議
を
経
て
、

大
会
で
も
確
認
し
て
い
く
手
続

き
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、

将
来
の
問
題
は
、
そ
の
時
々
の

執
行
部
で
判
断
で
き
る
こ
と
」

が
説
明
さ
れ
、
投
票
に
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
結
果
は
賛
成
多
数

に
よ
っ
て
、
規
約
改
正
と
特
別

加
盟
規
定
の
創
設
が
確
認
さ
れ
、

病
院
譲
渡
さ
れ
た
埼
玉
の
労
働

組
合
も
加
盟
継
続
し
て
、
引
き

続
き
運
動
を
一
緒
に
や
る
体
制

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
活
動
報
告
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
厚
労
の
役
割
や
意
義
に
つ
い

て
も
積
極
的
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
加
盟
組
織
・
専
門
部
か
ら
の
発
言
者
や

テ
ー
マ
・
内
容
に
つ
い
て
は
表
の
通
り
で
す
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
紙
面
で
も
随
時
、
紹
介
し
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

第１号議案（方針）
　賛成74　保留0　反対0
　　（挙手採決、議長除く）
第２号議案（予算）
　賛成74　保留0　反対0
　　（挙手採決、議長除く）
第３号議案（規約改正）
　賛成75　反対1　無効1
　　（投票方式）
（代議員定数87名中、採決時出席77名）

表１．委員会の調査審議事項
①労働者の健康障害を防止するための
基本となるべき対策に関すること
②労働者の健康の保持増進を図るため
の基本となるべき対策に関すること
③労働災害の原因及び再発防止対策で、
衛生に係るものに関すること
④その他労働者の健康障害の防止、及び
健康の保持増進に関する重要事項

（労安法17条第1項）

○全厚労の存在意義について考えるという事、原点を
確認することは大切だと思いました。変わることも
大切だと思うが、原点を忘れず、柔軟な対応を求め
ます。違いを認め合うこと、今後、方向を見定めて
いく事が大切かと感じました。（広島）

○「違う事」を知ると言うことは、誰にも相当する事、
交流の目的として、もっと大切な事と再認識できま
した。秋田の活動が活発なイメージを受けました。
今後いろいろ考えていきたいと思いました。（茨城）

○地域住民との連携、信頼を深める取り組みはすばら
しいと思います。経営側をむやみに敵視せず、こち
らとも連携して頑張って下さい。（愛知）

○第３号議案の討論では考えさせるものがありました。
もう少ししっかりした説明を行い、全厚労が方針を
しっかりと明確にするべきであった。個人的には将
来また起こりうる問題だけに、討論を行い議決する
必要があると思った。（広島）

○女性委員会の凍結について、看護師は情報収集がで
き議論ができますが、病院で働く女性は、看護師だ
けではありません。みんなが議論できる場所が必要
だと思います。できるだけ集会等の検討をお願いし
ます。（県不明）

○規約は基礎になる所であり、何年も経過した時に、
解釈が変わる可能性等も憲法の問題と同じであり、
細かすぎてもアバウト過ぎてもいけないので、大変
だったと思います。討論・議事の記録をきちんと保
存しておく事で対応できるかと考えます。（広島）

 

●
全
国
組
合

全
医
労　
　

全
日
赤

全
J
C
H
O
労
組

全
労
災　
　

国
共
病
組

公
共
労

 

●
県
医
労
連

北
海
道　
　

秋
田　
　

山
形

福
島　
　
　

富
山　
　

長
野

茨
城　
　
　

埼
玉　
　

東
京

神
奈
川　
　

大
阪　
　

岡
山

広
島　
　
　

山
口　
　

高
知

福
岡

 

●
友
誼
組
合
・
団
体

国
公
労
連　
　

特
殊
法
人
労
連

農
民
連　
　
　

全
農
協
労
連

航
空
労
組
連　

民
放
労
連

中
央
社
保
協　

国
民
救
援
会

全
国
革
新
懇　

保
団
連

全
国
食
健
連　

日
中
友
好
協
会

労
教
協　
　
　

全
教

日
本
医
療
総
合
研
究
所

キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ
オ
ン

                        （
順
不
同
）

●
中
央
執
行
委
員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
秀
也
（
秋
　
田
・
元
）

　
畔
上
　
稔
男
（
長
　
野
・
新
）

　
川
橋
　
康
彦
（
愛
　
知
・
再
）

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
安
本
真
理
子
（
茨
　
城
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
長
瀬
　
真
幸
（
北
海
道
・
再
）

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
折
笠
由
美
子
（
福
　
島
・
元
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
新
）

　
吉
滝
　
和
彦
（
富
　
山
・
新
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
新
）

　
斉
藤
　
美
晴
（
埼
　
玉
・
新
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
再
）

　
望
月
　
健
史
（
静
　
岡
・
新
）

　
鈴
木
　
　
清
（
岐
　
阜
・
元
）

　
岡
野
　
元
保
（
三
　
重
・
新
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
新
）

大
会
役
員

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
友
枝
　
諭
志
（
香
　
川
・
新
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
新
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
上
釜
　
宝
志
（
福
　
島
・
再
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
・
再
）

　
松
野
多
希
子
（
山
　
口
・
新
）

 

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

　
二
瓶
　
研
朗
（
福
　
島
）

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
）

　
向
井
　
　
崇
（
富
　
山
）

　
鈴
木
　
幸
広
（
静
　
岡
）

　
伊
藤
　
直
也
（
岐
　
阜
）

　
小
椋
　
瑞
樹
（
三
　
重
）

　
富
永
み
ち
子
（
広
　
島
）

　
田
村
　
順
子
（
香
　
川
）

　
大
和
　
崇
史
（
徳
　
島
）

●
会
計
監
査

　
元
木
　
正
広
（
香
　
川
）

全
厚
労
新
役
員
の
み
な
さ
ん
↓

●
議
長
団

　
加
藤
　
　
隆
（
北
海
道
）

　
小
林
　
之
将
（
愛
知
）

　
藤
井
　
恭
平
（
山
口
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　
進
藤
　
　
侑
（
秋
田
）

★
佐
藤
　
洋
子
（
長
野
）

　
吉
見
太
志
郎
（
静
岡
）

　
山
手
　
規
正
（
広
島
）

　
安
本
真
理
子
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
竹
林
　
　
誠
（
富
山
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
野
）

★
藤
原
　
佑
樹
（
愛
知
）

　
万
里
　
昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
書
記

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
知
）

　
藤
城
　
宏
昭
（
愛
知
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
新
潟

　
関
信
・
茨
城

　
東
海
・
静
岡

　
西
日
本
・
大
分

★
印
は
委
員
長

大
会
への

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
い
た
組
織

大
会
への

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
い
た
組
織

大会議案採択状況

定期大会アンケート
今大会は代議員と傍聴者へアンケートをお願いしま
した。一部ですが紹介します。

17
年
度
・
全
厚
労
役
員

（3） 2017年９月20日 第450号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2017年９月20日 第450号全 厚 労 ニ ュ ー ス



’16秋闘の経過と教訓について発言する
茨厚労・美野輪代議員

毎
月
１
回
以
上

の
委
員
会

　

労
働
安
全
衛
生
委
員
会

（
委
員
会
）の
委
員
は
、
事
業

者
が
指
名
し
ま
す
が
、
そ
の

半
数
は
労
働
者
の
過
半
数
で

組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
労
働
組
合
の

推
薦
に
基
づ
き
指
名
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
過
半
数

労
組
が
な
い
場
合
は
、
労
働

者
代
表
の
推
薦
に
よ
り
ま
す
）

　

委
員
会
の
調
査
審
議
事
項

は
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康

を
ま
も
る
た
め
の
全
て
の
問

題・課
題
で
す（
表
１
）。
過

労
死
・
過
労
自
殺
が
危
惧
さ

れ
る
よ
う
な
長
時
間
労
働
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
・
不

調
、
労
働
災
害
・
職
業
病
の

防
止
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
何
を
審
議
す
る
か
は
、

委
員
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
会
議
は
労
働

時
間
で
す
の
で
、
定
例
化
し

て
必
ず
出
席
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
議
事
録
も
３
年
残

す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
審
議
に
必
要
な
資

料
（
時
間
外
労
働
の
実
態
、

年
休
取
得
状
況
、
夜
勤
回
数
、

病
休
者
な
ど
）
も

提
出
を
求
め
て
、

問
題
解
決
に
向
け

た
対
策
を
話
し
合

い
、
経
営
者
・
管

理
者
に
具
体
的
改

善
を
求
め
た
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
機

器
や
備
品
購
入
等

も
要
請
で
き
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生

活
動
で
取
り
組
む

課
題
と
、
労
働
組
合
の
要
求

は
多
く
の
点
で
共
通
し
て
い

ま
す
。
労
働
組
合
と
し
て
、

労
働
安
全
衛
生
の
要
求
と
課

題
を
、
労
働
組
合
活
動
の
中

心
に
位
置
づ
け
、
執
行
委
員

を
労
安
委
員
と
し
て
送
り
出

し
て
、
職
場
の
意
見
を
委
員

会
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
労

働
組
合
が
主
導
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
働
安
全
衛
生
活
動

労
働
安
全
衛
生
活
動

　
前
回
は
、日
本
国
憲
法
の
幸
福
権（
13
条
）や
勤
労
権（
27
条
）、労
働
基
本
権（
28
条
）

な
ど
の
下
に
、健
康
で
幸
福
に
働
き
、暮
ら
す
権
利
が
保
障
さ
れ
、労
働
基
準
法
の
「
人

た
る
に
値
す
る
」
労
働
条
件
確
保
の
原
則
と
相
ま
っ
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
具
体
的
な
労
働
安
全
衛
生
活
動
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 2

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

第65回定期大会　発言内容

秋田

福島

新潟

富山

長野

茨城

熊総

神奈川

静岡

愛知

三重

広島

香川

徳島

高知

徳島

岐阜

大分

秋田

静岡

奥井

鈴木

斉藤

畠山

浦田

茂原

宮

美野輪

宇留野

斉藤

関谷

平井

杉山

森

高本

友枝

椹口

杉内

田渕

小島

中村

奥井

小長井

労働条件

組織強化

労働条件

賃金闘争
労働条件
組織強化

賃金闘争
労働条件

賃金闘争

組織強化

賃金闘争

地域医療

労働条件
組織強化

労働条件

賃金闘争
労働条件

賃金闘争
労働条件

地域医療

賃金闘争
労働条件

労働条件

賃金闘争
労働条件

労働条件

女性

青年

看護

医療研

平和

病院委託反対署名や各種調査についての経過とお礼
58歳以上の一時金8割への改善
ハラスメントアンケートと相談ホットライン
新ガイドラインの具体化を経営者に要求
組合員目線で見た「全厚労の存在意義」について
全国の仲間との交流が大切であり、「違い」を認め合い「一致点」を見出すこと。
財政問題に関連しては、集会の参加者を増やす、内容を良くする。目標は、目
覚めた人たちを増やすこと。
ＭＥに対するハラスメントと裁判闘争について。
労組が指摘しても会や当事者も改めないため、裁判闘争を決意。全厚労の支援
をお願いしたい。
会の不当労働行為に対する労働委員会への救済申し立て3件のたたかい。会の
「合理化」提案に、第2組合は受け入れの姿勢。闘いの中で第２組合から戻って
くる人たちも出ている。新小千谷総合病院の仲間２００名を迎え入れた。
薬剤師は支援金制度、紹介報酬制度の効果か、確保に前進した。看護師の確
保が課題。支部交渉では研修についての時間外獲得。今後の課題は、減額の
ない定昇獲得。高岡での病院給食は直雇用化したが賃金については合意出来て
いない。
病院再構築、「農協改革」などによる経営の厳しい締め付け。一時金年間3.5ヶ
月の事業計画。新たな「給与制度」見直しの提案。「地域医療構想」「農協改革」
に対するたたかい。
第３号議案について。埼玉を支援することには規約改正は必要ないのではない
か？権利と義務の関係でも慎重に議論すべき。
16秋闘における退職金と一時金減額に対する闘争について。大衆団交や24年
ぶりのストライキ、労働委員会活用などによって、１.５ヶ月、退職金の不利益を
させない協定を取り交わす。
16秋闘が地域医療を守る課題に発展したことについて。地域に宣伝、申し入れ、
議会要請等に取り組む中で、新たな住民からの支援が広がった。青年が頑張った。
「組合は何をしているのか」、問われる１年だった。上部団体の力も借りて、労働
条件維持や労使関係を構築してきた。新たな経営管理課を窓口に、チェックオ
フやその他協定の前進、組合事務所も確保できそうになっている。
伊勢原での事務員パワハラ問題に対する闘いで、退職を阻止し、復職させた経
過について報告。パワハラホットラインを活用。
一時金の支部間格差0.45ヶ月を克服することが課題。
リフレッシュ休暇・有休の取得促進。サービス残業の廃止や勉強会の労働時間化。
定年の65歳化や賃金改善については、近隣病院の実態を調査していくとの回答
を得た。
事業所間の経営格差問題とそれに伴う一時金格差支給、固定比率100％達成に
より賃上げ要求の見通しが出てきた。
看護職の夜勤について、夜勤協定遵守と、夜勤専従活用もしているが想定通り
ではない実態がある。
地域医療を守る事を労使で再度認識していく。
三重県内の労組で「医療・介護をよくする三重県ネットワーク」を立ち上げ、
地域医療構想の課題での対県交渉を行った。来年も集会等を検討している。
一時金での高齢者カットの回復、過年度の留保分０.７ヶ月も協定した。介護休業
期間の拡大、夜勤手当の引き上げ、抗がん剤調剤手当の改善などを勝ち取った。
新ガイドライン活用による時間外労働の確認と今後の課題
①始業前始業後の片付けなど、②職場待機時間（手待ち時間）、③委員会・研修・
教育訓練、を認めさせた。手待ち時間が職場長の判断によるところは改善課題。
17春闘における各種手当のアップ。夜勤手当、薬剤師の特別業務手当の増、
言語聴覚士、視能訓練士の手当新設。今後の要求課題は、中途採用の前歴換算、
3年過ぎた未消化年休の病休ストック。ガイドラインの取り扱い。認定看護師問
題など。
２交替制導入の動きについて、経過と現状について報告。
女性委員会の活動と各県の母性保護運動について。
労働学校との合同女性集会は良かったとの感想多数。
交流の場は大切なので、委員会の活動を継続してほしい。
K's staion in 埼玉の取り組みを通して、団結や連帯を培った。青年委員自身が
成長し、労働組合の次世代を担う立場として、取り組みを進めたい。応援して
ほしい。
看護小委員会を開催し、中期の課題を「サービス残業改善、時間外労働削減」
におき、３ヵ年計画で取り組むことにした。
今年10月の幹部看護師集会にて佐々木司さんを呼んでの学習、職場毎の交流
を行うので、ぜひ参加して欲しい。
11月土浦で開催する医療研集会について宣伝と参加要請。
地域医療守る県民集会にも合流する。
京都大学　岡田知弘教授（全体集会）
明治大学　山口不二夫教授（県民集会）
ビキニデーと原水爆禁止世界大会、平和行進について。
核兵器廃絶条約が締結され、日本の役割は重要。ヒバクシャ署名を広げていた
だきたい。

発言テーマ・内容テーマ発言者組織

「
生
活
給
」
確
保
、

働
き
が
い
あ
る
賃
金
へ

　

賃
金
闘
争
分
野
の
発
言
で
は
、

ベ
ア
獲
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
夜
勤
手
当
ア
ッ
プ
（
広

島
、
徳
島
）
や
特
定
職
種
・
業

務
に
つ
い
て
の
手
当
増
（
福
島

で
給
食
部
門
、
徳
島
で
薬
剤
師
、

広
島
で
抗
が
ん
剤
調
製
）、
創

設
（
徳
島
で
言
語
聴
覚
士
・
視

能
訓
練
士
）
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
年
齢
者
の
一
時
金
減
額
に

つ
い
て
は
、
広
島
で
10
割
に
戻

し
た
の
を
始
め
、
秋
田
で
も
７

割
か
ら
８
割
へ
改
善
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

課
題
と
し
て
、
一
時
金
の
支

部
間
格
差
支
給
（
静
岡
、
愛
知

な
ど
）
や
、
賃
金
や
退
職
金
制

度
の
改
悪
提
案
が
、
具
体
的
に

上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
全
厚
労
と
し
て
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

時
間
外
労
働
の
取
扱
い
で
改
善

夜
勤
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
課
題

　

労
働
条
件
分
野
で
は
、
１
月

に
厚
労
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
使

用
者
に
労
働
時
間
の
適
正
管
理

を
求
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

活
用
し
て
、
始
業
前
の
準
備
や

終
業
後
の
片
付
け
、
待
機
時
間

（
手
待
ち
時
間
）、
委
員
会
・
研

修
・
教
育
訓
練
な
ど
労
働
時
間

と
し
て
時
間
外
支
払
い
対
象
に

す
る
取
扱
い
が
広
が
り
ま
し
た
。

管
理
者
で
取
扱
い
の
違
う
「
手

待
ち
時
間
」
の
改
善
（
香
川
）

な
ど
は
、
全
県
で
も
点
検
・
要

求
す
る
課
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
夜
勤
」
の
課
題
で
は
、「
職
場

か
ら
、
２
交
代
導
入
の
声
が
上

が
っ
て
い
て
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
（
高
知
）」、「
夜
勤
協
定

が
守
ら
れ
な
い
」
状
況
へ
の
対

応
（
愛
知
）
が
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
夜
勤
制
限
は
、
看
護
師
が

健
康
で
働
き
続
け
る
と
と
も
に
、

医
療
安
全
の
課
題
で
も
あ
り
、

「
若
い
か
ら
」「
夜
勤
手
当
が
欲

し
い
か
ら
」
で
は
片
付
け
ら
れ

な
い
問
題
で
す
。

　

大
会
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
広
が
る
状
況
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
福
島
か
ら
は
透
析
職
場
で

の
上
司
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対

し
て
、「
一
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
」
と
、
裁
判
闘
争
に
立

ち
上
が
っ
た
Ｍ
Ｅ
に
対
し
て
、

支
援
を
行
う
こ
と
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

秋
田
で
は
秘
密
式
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

み
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
創
設
、

神
奈
川
で
も
労
組
へ
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
継
続
し
、
相
談
さ
れ

た
案
件
に
つ
い
て
、
解
決
し
た

事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
期
待
を

感
じ
た
闘
い

　

地
域
医
療
を
守
る
課
題
で
は
、

茨
城
か
ら
住
民
や
商
店
会
、
議

会
等
に
働
き
か
け
る
中
で
、
多

く
の
住
民
や
自
治
会
長
な
ど
か

ら
も
応
援
の
声
が
続
々
と
寄
せ

ら
れ
、
改
め
て
地
域
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
と

の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
・
熊
谷
総
合
病
院
労
組

の
斉
藤
代
議
員
か
ら
は
、
今
ま

で
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
守
ら

れ
た
労
働
組
合
活
動
か
ら
、
経

営
者
が
変
わ
る
中
で
、
組
合
の

役
割
と
意
義
が
問
わ
れ
る
１
年

だ
っ
た
と
述
懐
。
上
部
団
体
の

支
援
で
運
動
を
進
め
る
中
で
、

８
月
か
ら
は
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ

（
組
合
費
の
賃
金
控
除
）
が
始

ま
り
、
労
使
の
窓
口
も
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
、
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
譲
渡
を

機
に
結
成
さ
れ
た
「
住
民
の

会
」
が
地
域
の
医
療
問
題
を
注

視
し
、
労
働
組
合
の
活
動
も
応

援
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
の
加
盟
継
続
を

規
約
上
も
確
認

　

第
３
号
議
案
（
規
約
改
正

案
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
定

期
大
会
で
の
提
案
で
、
規
約
上

の
「
出
席
代
議
員
の
３
分
の
２

以
上
の
賛
成
」
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
に
、
改
め
て
中
執
で

議
論
し
、「
現
在
、
全
厚
労
に

加
盟
し
て
い
る
組
織
」
に
限
定

し
て
、「
や
む
を
得
ず
厚
生
連

で
は
な
く
な
っ
た
場
合
」
に
、

継
続
加
盟
で
き
る
「
特
別
加

盟
」
と
し
て
、
１
月
の
中
央
委

員
会
で
提
案
し
な
お
し
た
も
の

で
し
た
。

　

大
会
で
は
、
長
野
の

宮
代
議
員
か
ら
「
埼
玉

の
支
援
は
加
盟
し
て
い

な
く
て
も
行
え
る
の
で

は
？
」「
将
来
に
起
き
る

問
題
ま
で
想
定
し
て
議

論
さ
れ
て
き
た
の
か
？
」

等
の
質
問
・
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、「
新

た
に
厚
生
連
以
外
の
組

織
を
行
う
規
定
で
は
な

く
、
現
在
の
加
盟
組
織
が
厚
生

連
で
な
く
な
っ
た
場
合
の
規
定

で
あ
り
、
加
盟
継
続
に
つ
い
て

は
、毎
年
、中
執
の
協
議
を
経
て
、

大
会
で
も
確
認
し
て
い
く
手
続

き
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、

将
来
の
問
題
は
、
そ
の
時
々
の

執
行
部
で
判
断
で
き
る
こ
と
」

が
説
明
さ
れ
、
投
票
に
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
結
果
は
賛
成
多
数

に
よ
っ
て
、
規
約
改
正
と
特
別

加
盟
規
定
の
創
設
が
確
認
さ
れ
、

病
院
譲
渡
さ
れ
た
埼
玉
の
労
働

組
合
も
加
盟
継
続
し
て
、
引
き

続
き
運
動
を
一
緒
に
や
る
体
制

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
活
動
報
告
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
厚
労
の
役
割
や
意
義
に
つ
い

て
も
積
極
的
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
加
盟
組
織
・
専
門
部
か
ら
の
発
言
者
や

テ
ー
マ
・
内
容
に
つ
い
て
は
表
の
通
り
で
す
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
紙
面
で
も
随
時
、
紹
介
し
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

全
厚
労
の「
存
在
意
義
」、活
発
に
討
論

第１号議案（方針）
　賛成74　保留0　反対0
　　（挙手採決、議長除く）
第２号議案（予算）
　賛成74　保留0　反対0
　　（挙手採決、議長除く）
第３号議案（規約改正）
　賛成75　反対1　無効1
　　（投票方式）
（代議員定数87名中、採決時出席77名）

表１．委員会の調査審議事項
①労働者の健康障害を防止するための
基本となるべき対策に関すること
②労働者の健康の保持増進を図るため
の基本となるべき対策に関すること
③労働災害の原因及び再発防止対策で、
衛生に係るものに関すること
④その他労働者の健康障害の防止、及び
健康の保持増進に関する重要事項

（労安法17条第1項）

○全厚労の存在意義について考えるという事、原点を
確認することは大切だと思いました。変わることも
大切だと思うが、原点を忘れず、柔軟な対応を求め
ます。違いを認め合うこと、今後、方向を見定めて
いく事が大切かと感じました。（広島）

○「違う事」を知ると言うことは、誰にも相当する事、
交流の目的として、もっと大切な事と再認識できま
した。秋田の活動が活発なイメージを受けました。
今後いろいろ考えていきたいと思いました。（茨城）

○地域住民との連携、信頼を深める取り組みはすばら
しいと思います。経営側をむやみに敵視せず、こち
らとも連携して頑張って下さい。（愛知）

○第３号議案の討論では考えさせるものがありました。
もう少ししっかりした説明を行い、全厚労が方針を
しっかりと明確にするべきであった。個人的には将
来また起こりうる問題だけに、討論を行い議決する
必要があると思った。（広島）

○女性委員会の凍結について、看護師は情報収集がで
き議論ができますが、病院で働く女性は、看護師だ
けではありません。みんなが議論できる場所が必要
だと思います。できるだけ集会等の検討をお願いし
ます。（県不明）

○規約は基礎になる所であり、何年も経過した時に、
解釈が変わる可能性等も憲法の問題と同じであり、
細かすぎてもアバウト過ぎてもいけないので、大変
だったと思います。討論・議事の記録をきちんと保
存しておく事で対応できるかと考えます。（広島）
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海
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友
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）

●
中
央
執
行
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員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
秀
也
（
秋
　
田
・
元
）

　
畔
上
　
稔
男
（
長
　
野
・
新
）

　
川
橋
　
康
彦
（
愛
　
知
・
再
）

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
安
本
真
理
子
（
茨
　
城
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
長
瀬
　
真
幸
（
北
海
道
・
再
）

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
折
笠
由
美
子
（
福
　
島
・
元
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
新
）

　
吉
滝
　
和
彦
（
富
　
山
・
新
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
新
）

　
斉
藤
　
美
晴
（
埼
　
玉
・
新
）

　
岡
部
　
義
秀
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神
奈
川
・
再
）

　
望
月
　
健
史
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静
　
岡
・
新
）

　
鈴
木
　
　
清
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岐
　
阜
・
元
）

　
岡
野
　
元
保
（
三
　
重
・
新
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
新
）

大
会
役
員

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
友
枝
　
諭
志
（
香
　
川
・
新
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
新
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
上
釜
　
宝
志
（
福
　
島
・
再
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
・
再
）

　
松
野
多
希
子
（
山
　
口
・
新
）

 

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

　
二
瓶
　
研
朗
（
福
　
島
）

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
）

　
向
井
　
　
崇
（
富
　
山
）

　
鈴
木
　
幸
広
（
静
　
岡
）

　
伊
藤
　
直
也
（
岐
　
阜
）

　
小
椋
　
瑞
樹
（
三
　
重
）

　
富
永
み
ち
子
（
広
　
島
）

　
田
村
　
順
子
（
香
　
川
）

　
大
和
　
崇
史
（
徳
　
島
）

●
会
計
監
査

　
元
木
　
正
広
（
香
　
川
）

全
厚
労
新
役
員
の
み
な
さ
ん
↓

●
議
長
団

　
加
藤
　
　
隆
（
北
海
道
）

　
小
林
　
之
将
（
愛
知
）

　
藤
井
　
恭
平
（
山
口
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　
進
藤
　
　
侑
（
秋
田
）

★
佐
藤
　
洋
子
（
長
野
）

　
吉
見
太
志
郎
（
静
岡
）

　
山
手
　
規
正
（
広
島
）

　
安
本
真
理
子
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
竹
林
　
　
誠
（
富
山
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
野
）

★
藤
原
　
佑
樹
（
愛
知
）

　
万
里
　
昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
書
記

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
知
）

　
藤
城
　
宏
昭
（
愛
知
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
新
潟

　
関
信
・
茨
城

　
東
海
・
静
岡

　
西
日
本
・
大
分

★
印
は
委
員
長

大
会
への

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
い
た
組
織

大
会
への

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
い
た
組
織

大会議案採択状況

定期大会アンケート
今大会は代議員と傍聴者へアンケートをお願いしま
した。一部ですが紹介します。

17
年
度
・
全
厚
労
役
員

（3） 2017年９月20日 第450号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2017年９月20日 第450号全 厚 労 ニ ュ ー ス



当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。７
月
号
の
答
え
は
「
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
」で
、

当
選
倍
率
は
３
･
３
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
）
で
し
た
。

締め切り：2017年10月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

夜
中
に
思
う

　
「
つ
ぶ
や
き
」原
稿

を
仕
上
げ
ま
す
。
連

れ
合
い
が
本
日
夜
勤

な
の
で
家
の
用
事
を

済
ま
せ
て
か
ら…

。

作
り
置
き
の
晩
御
飯

を
温
め
て
子
供
に
食

べ
さ
せ
、
学
用
品
や

朝
食
の
食
材
等
を
子

供
と一
緒
に
お
買
物
。

洗
い
物
し
て
、
子
供

か
ら
お
風
呂
へ
。
出

勤
前
の
洗
濯
は
忙
し

い
の
で
自
身
お
風
呂

の
間
に
。
干
し
て
、

麦
茶
作
っ
て
食
器
片
づ
け
て一
段

落
。…

、
０
時
前
。
殆
ど
家
事

し
ま
せ
ん
が
、
連
れ
合
い
が
夜
勤

の
時
は
し
ま
す
。
少
し
は
馴
れ
ま

し
た
が
毎
日
は
本
当
に
大
変
、

し
か
も
１
人
で
切
り
盛
り
す
る
の

は
格
別…

。
感
謝
の
念
を
忘
れ

ず
に
、た
ま
に
は
声
に
出
し
て「
あ

り
が
と
う
」。 　

  　
　
（
Ｙ
Ｍ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆７月号で募集した「聞かせて・教えて」結果発表☆
質問１　７月号で一番興味があった面は？
　４面が８票で最多、１面「労働学校・女性合同集会」が７票で２
番目に多い回答となりました。
質問２　アウトドアと言えば？
　「キャンプ」が14票で1番多い結果に。キャンプはどの年代からも
愛されていますね。
私の「○○の秋」
◎やはり秋となると「食欲の秋」。大好きな梨がおいしい季節です（静岡・
女性）

◎私は「食欲の秋」です。美味しいものを食べて頑張ります☆（徳島・女性）
◎「ひとり旅の秋」１人で紅葉巡りに京都へ。始めて３年目（三重・女性）
◎秋と言えば「食欲の秋」ですが、いつも食欲のある私は、どうなるので
しょうか。脂肪肝があり、やせるように指導があり、「自分との闘いの秋」
にしていきたいです。（長野・女性）

◎秋と言えば「読書の秋」です。最近は図書館で子ども向けの作品を読ん
でいます。子どもの時に投げ出した夏目漱石が中々面白くてハマっていま
す。（長野・男性）

質問１　９月号で一番興味があった面は？
Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面　

質問２　「12月」と言えば？
Ａ＝クリスマス　Ｂ＝ボーナス　Ｃ＝紅白歌合戦
Ｄ＝（意見・要望欄へ）　

意見・要望　クリスマスに欲しい「プレゼント」、または質問２「そ
の他」の答え

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

　北アルプス医療センターあづ
み病院の「こころのホスピタル
事業部」に勤務する高橋妙子さ
んを紹介します。病院では精神
科の看護師長、メンタルケアセ
ンターあづみ（精神科デイケア・
訪問看護）部署の責任者を務め、
新人教育にも携わっています。
　生まれは東京で育ちは埼玉、
地域医療に積極的なあづみ病院に縁があり引っ越してきて20年を超えました。若
い頃はバイクを乗り回し深夜明けもなんのその何百キロ先まですっ飛んで行くよう
な、レディースのクイーンとしてその名を轟かせていたとのこと。エピソードにも
事欠かない女子でしたが、そんな高橋さんも今ではやんちゃから足を洗い、しっと
りとした大人の女になり、部下を完璧にまとめています。長厚労あづみ支部では女
性部長として、皆さんに教えていただきながら多くのことを学んでいます。よろし
くお願いいたします。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第124回は福島と長野にお願い
しました。

頑張る仲間

　福厚労の永井悦子さんを紹介します。全厚労で
は今までも良く見かけていたと思いますがあらた
めてよろしくお願いします。永井さんは長く福厚
労副委員長を務めながら、病院で看護師として働
いていましたが、この７月より組合本部専従とな
りました。４月から２人欠員で手薄だった本部は
やっと２人体制となり、倍以上の力となりホッと
しています。彼女はよく気が付き、面倒見もよく
専従に向いていると思われます。趣味は「美味し
い物を食べること」で美味しいものにはとても貪
欲です。しかし、彼女と一緒に食事に行くと、お

店が休みのことも多くアンラッキーで残念です。また嵐のファンで、コンサー
トにも出かけて行き乙女チックな部分のある可愛い人でもあります。
　今後ますます全厚労の会議、集会等でお逢いする機会が増えると思いますの
でよろしくお願い致します。・・歳と・・歳の高齢者専従コンビとなりましたが、
パワフルさは若い人に負けませんので福厚労を今後ともよろしくお願い致します。

福島　永井悦子さん

長野　高橋妙子さん（写真右側）

読者の声もお待ちしています

　
先
輩
方
に
言
わ
れ
て
「
嬉
し
か

っ
た
・
励
み
に
な
っ
た
言
葉
」
の

投
稿
内
容
も
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を

質
問
に
入
れ
た
編
集
者
の
方
の
セ

ン
ス
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の

テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。                        

（
福
島
）

―
―
失
敗
続
き
で
悩
ん
で
い
た
時

分
、
先
輩
の
一
言
で
迷
い
か

ら
抜
け
出
せ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
後
輩
で
も
あ
り
ま
す

が
先
輩
で
も
あ
る
今
、
後
輩

へ
の
対
応
で
悩
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
絶
対
に
参

考
に
な
る
は
ず
！
是
非
や
り

ま
し
ょ
う
！           （
Ｙ
Ｍ
）

　
今
年
の
夏
は
暑
い
で
す
ね
。
北

海
道
も
早
い
時
期
か
ら
暑
く
な
り
、

何
年
か
ぶ
り
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
暑
さ
に
負
け

な
い
よ
う
に
！          

（
北
海
道
）

―
―
近
年
の
異
常
気
象
に
は
困
っ

た
も
の
で
す
ね
。
熱
中
症
に

気
を
付
け
て
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。           （
Ｙ
Ｓ
）

　
特
集
の
労
働
学
校
の
話
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
特
に
団
交
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
現
場
の
雰
囲
気

が
伝
わ
る
内
容
で
し
た
。（
福
島
）

―
―
団
交
を
阿
波
お
ど
り
に
例
え

ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
わ
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
ね
。
団

交
の
雰
囲
気
は
あ
の
場
に
い

な
い
と
わ
か
ら
な
い
…
。
な

ん
と
も
い
え
な
い
で
す
よ
ね

…
。                    （
Ｓ
Ｎ
）

　
梅
雨
が
明
け
、
職
場
も
扇
風
機

か
ら
エ
ア
コ
ン
へ
と
涼
が
変
化
し

ま
し
た
。
室
内
で
も
熱
中
症
に
な

り
そ
う
な
今
日
こ
の
頃
、
水
を
飲

み
、
日
々
の
診
療
に
勤
し
ん
で
い

ま
す
。                        

（
長
野
）

―
―
室
外
に
限
ら
ず
、
室
内
で
も

体
調
管
理
は
大
切
で
す
ね
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
特
に
注

意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
油
断
せ
ず
気
を
つ
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｉ
Ｔ
）

クロスワードの投稿だけでもＯＫクロスワードの投稿だけでもＯＫ
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